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このセクションでは、3.8.1.36リリースの新機能を示します。

新機能

コンテナ

Kubernetes DaemonSetエージェントをインストールし、Kubernetesポッドの
Windowsノードにポリシーを適用できるようになりました。DaemonSetエー
ジェントのインストールは、Windows Server 2019および 2022に対応してい
ます。

Kubernetesのバージョンは 1.26以降である必要があります。（注）

詳細については、「Installing Kubernetes or OpenShift Agents for Deep Visibility
and Enforcement」を参照してください。

Windowsワーカー
ノードの

Kubernetesの機能
拡張

[ポッド脆弱性スキャン（Pod Vulnerability Scanning）]オプションを使用する
と、Kubernetesクラスタ内のポッドを選択して脆弱性をスキャンできるよう
になりました。

[管理（Manage）] > [Kubernetes]で、Kubernetesクラスタ内で実行されている
ポッドに関連付けられている CVEとコンテナイメージを表示できます。[レ
ジストリリスト（Registry List）]には、検出されたすべてのレジストリが表
示されます。

詳細については、「Container Vulnerability Scanning」を参照してください。

コンテナランタイ

ムの脆弱性検出

製品の進化

高度なプロセスの可視性のために、AIXからフォレンジックイベントをキャ
プチャできるようになりました。AIX監査システムを使用すると、特権昇
格、Rawソケットの作成、およびユーザーアカウントのイベントがキャプ
チャされます。

詳細については、「Forensics Signals」を参照してください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/workload_security/secure_workload/user-guide/3_8/cisco-secure-workload-user-guide-on-prem-v38/software-agents.html#concept_195304
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/workload_security/secure_workload/user-guide/3_8/cisco-secure-workload-user-guide-on-prem-v38/software-agents.html#concept_195304
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/workload_security/secure_workload/user-guide/3_8/cisco-secure-workload-user-guide-on-prem-v38/inventory.html#task_tvm_rxy_x5b
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/workload_security/secure_workload/user-guide/3_8/cisco-secure-workload-user-guide-on-prem-v38/forensics.html#concept_789793
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